
プレキャストコンクリー卜住宅火災実験の結果について

はじめに

近年における建築技術の進歩は誠にめざましいもの

がある。この技術革新は， 単に，高層ビノレを対象とし

たものばかりではなく，一般に『プレハプ』と呼ばれ

ている工業化住宅の製造技術にも如実に現われ，従来

の住宅建築に比較して工期の短縮，性能の安定，価格

の安さ，居住性の良さ等の向上をもたらしている。プ

レハプ住宅が市井に姿を見せてすでに十数年になり，

今後は，この種のものが主流を占めようとする傾向に

ある。コンクリ ート系プレハプ住宅は，全国で年間15

万~16万戸新築されており，更に増加することが予想

される。

一方，住宅火災はピル火災のように多数の焼死者が

でる大惨事になるわけでもなく，世論の高まりもない

ことから，とかく忘れられがちであるが，年聞の出火

件数並びに人的及び物的損害額では最も多く，しかも

火災防ぎょする上で遭遇する確率が最も高い。特に，

新技術で建てられたこの種の住宅の火災性状等につい

ては，吾々消防人ですら未知な点が多く，消防対策上

のあい路となっていると思われる。

これらの背景から，家具，収容物等全てを居住者の

実生活に合せて配置した状態でプレキャストコンクリ

ート住宅の火災実験を実施したものであり，次にその

概要について報告する。

1 実験実施日時

昭和52年 9 月 18日(日)午前 6 時~8 時

2.実験場所

新宿区西新宿二丁目 4番地 旧新宿西口住宅展示場

内
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図1 実験建物状況

3. 実験建物の概要

当該建物は，鉄筋軽量気泡コンクリートを主材とし

た版構成建物でコンクリート系プレハプ住宅の一種で

ある。建築工法としては，コンクリートパネルをジョ

イントしながら組立てていく標準的なパネル工法であ

る(図 1参照〕。文，居住性を高めるために内装面で

特別な配慮がなされている(表l参照〉。建物状況の

詳細は次のとおりである。
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1)構造……耐火造(建設大臣性能認定工業化住宅一

C-1374-3) 

2)種別…・二階建独立住宅(立面図図2，平面図図

3，断面図図4参照)

3)可燃物量-…・表2参照

4.条件設定

今回の実験では実際の住宅火災を実現させるため，
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図5参照

一階居間兼客聞の北東側隅に松材 (2X 2 X6仇皿〉

60本を6段の井桁状に組み，アルコールを5∞ml用い
て点火した。

件条

建物立面図

2)部屋名及び家具配置等

火点5. 

図2

可燃物量表2

階

135点

24点

2点

33点

4点

計観測項目と規模

実施した計測及び観測項目 と規模は次のとおりであ

った。

1)温度(コンクリート内部温度合む〉

2)頼射温度

3)穏射熱量

4)煙濃度

5)差庄

6. 
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計

条件設定に細心の注意をはらった。まず同型式の住宅

に居住している世帯を調査し，家族構成，部屋の使用

方法，家具類や収容物の質，量及び配置状態を標準的

な生活実態に合致させた。

1)家族構成 夫婦及び子供二名の四人家族(印才

前後の夫婦，高校生の長女と中学生

の長男〉
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3)室内温度状況

熱電対 (CA線0.65皿ゆガラスウール被覆〉を使用

して測定した。各室の平均温度の推移状況は図6に示

すとおりであった。

4)轄射温度

木片上に取り付けた黒色銅板 (5cmゆ， 0.3mm原)の

温度上昇を稲射温度とした。図7は火点室南側3mの

位置にポールを立てて測定した結果である。

5)煙濃度

減光式煙濃度計を用いて測定した煙波度でCs億0.7

11mの避難限界濃度に達した各室の時間は表4のとお

りであった。

6)火災の砿大径路とフ ラッシュオーバー現象

( 23 ) 

点

点

台

名

名

台

E
3
0
E

，A
n

3

n
3

n

，“
 

1)気象

天気晴， 気温21~23'C，相対湿度66~78%，北寄り

の風1. 4~4. 0m/秒

2)火災進行状況

表3の目視観測結果を参照されたい。

図4

6)ガス濃度 (CO，CO2， O2， HCN) 

7)マウスモユター

8)温度分布(赤外線カメラCT-4B) 

9)目視観測員

10)写真観測員 (35皿カメラ〉

11) 16四ムーピカメラ

結果概要及び考察1. 



r開放」と記入のない関口部
は，すべて閉鎖した。

厨房226.9kg(25.6kg/m') 

、 洗面・浴室64.5kg(10.93kg/m') 

玄関・ホール

44. 5kg( 8. 97kg/m' ) 

I ， 

1 階
(46.37ni ) 

%開放
居間兼客間 317.8kg( 24kg/m' ) 

食堂 130.7kg(13.2kg/nf ) 

/主供室(長女)356.7kg(35. 9kg!nr ) 

(注)上表中 r国定荷重」とは，内装材及び
押入等を示す。

プラスチック類の荷重は21告とした。

図5 家財等(火災荷重〉配置図

表3 目視観測結果

竺竺l 観測j 記録
01001点 火

26 I !lリプ上段燃えあがる。
40 I襖に着火。
55 I天井に炎，燃えあがる。
1 1 051黒煙ガラス戸，開放部から出る。

40 I黒煙ガラス戸，中段まで下がる。

食堂窓開放部から薄い黒煙が噴出。

50 I食堂窓開放部上部約20cm程度まで黒煙噴出。

階段室窓上下端のすき間から黒煙若干出てく

る。

2 I 00 I点火室〈食堂兼居間)，黒煙床面上約10cmまで
下がる。

08 I点、火室，ガラス戸開放部より炎，塾いよく出
る。

10 I食堂窓，開放部上端から下方約80cm程度まで
黒煙噴出。

階段室内部，うっすらと赤くなり，黒煙の量

やや多くなる。

2 I 20 I食堂内一部に火炎認む。
25 I食堂窓，開放部全面から黒煙噴出。
30 I階段室内部炎が見えかくれする。

点火室，窓ガラス音を立てて割れる。

厨房出入口上部ダクトより黒煙，浴室窓より

黒煙。

玄関出入口上部ガラス窓，開放より白ぼい黒

点火後 l
一一「一一，

爆が流出。

観測記録

3 I 00 I点火室，開放部から炎，猛烈に上昇し 2階
ガラス戸をなめる。

食堂南側ガラス戸ひび割れする。

厨房換気口より黒煙，急激に噴出。

厨房西側上下部より白煙噴出。

10 I階段室窓より黒煙さかんに出る。
15 I :長男室，西側窓上下部より白煙噴出。
20 I点火室，窓ガラス完全に割れ落ち，アノレミ窓

枠，溶け始める。

納戸北側窓上下郊のすき間から媛がうっすら

と出てくる。

30 I夫婦寝室，南側窓，点火室より上昇する炎に
あおられ割れ火が入る。

50 I夫婦寝室，東側窓より若干煙が出てきた。
4 I 00 I浴室窓より黒痩。
長男室，西側窓上下部から噴出する煙は白煙

から黒煙に変る。

05 I納戸換気口より煙が出てきた。
10 I庭に生いている芝，熱のため燃える。
15 I食堂南側窓一部破損。
20 I 点火室，燃焼最盛期で，炎が南側方向に 2~

3mたなびき，建物から15m位離れていても

居られないくらい熱く，火の粉や灰が飛んで

きた。アルミ窓枠完全にくずれる。

( 24 ) 



|叫 観測記録 |点火引 観測記録

41371食堂，カーテンに着火し火炎の噴出始め 11 1251長男室北側窓ガラスにひびが入札黒煙の量

主.9-急に多くなる。

5 I 00 I夫婦寝室，戸袋(南側〉に火がつく。
厨房室西側窓下部から白煙が出る。

201食堂南側ガラス戸より噴出する炎 2階まで

達する。

481食堂南側ガラス戸大部分が割れ，炎大量に噴

出。

61401階段室ガラス割れ，一部分が落下する。

481..!F玄関東側窓ガラスひび割れする。
7 I 00 I食堂南側窓全面破損。
夫婦寝室南側窓より炎が約2m上昇。

厨房宰西側窓ガラス中央部分割れる。同時に

その部分から黒煙噴出するの

長男室，室内は黒煙充満。階段室窓ガラスの

すき聞から内部，全面に炎が見える。

10 I階段室，窓ガラス割れたすき間から，時々炎
が出始める。

8 I 00 I j福射熱測定用ポーノレ(最前のもの〉先端燃え
る。

10 1食堂，床面壁面等全面炎に包まれる。

2.0 1長男室西側窓からの黒煙の噴出激しくなる。
4:51 1 F玄関窓ガラス， 若干割れて落ちる。

日 91∞|玄関小窓カ'ラス若干ひびが入札割れる。

15 1階段室窓ガラス割れ落下し，全面開放状態と

なる。

内部延焼中であるが炎噴出せず。

10 1 :長男室西側窓ガラス茶掲色に変色。

301長男室西側換気口からの煙の色，灰色とな

る。

10 1∞ I j鱈射熱測定用ポール先端から 1α同位まで燃
えている。

夫婦寝室南側窓より炎約4m上昇。

10 I室内に爆発音。
301階段室窓より，ものすごい勢いで火炎が噴

出。

43 1 1 F玄関東側窓ガラス全部割れて落ちる。

501夫婦寝室東側窓ひび割れが入る。

11 1 10 1 1 F玄関全面炎に包まれる。

図8は火災の鉱大径路を室内からの噴炎が確認され

た時間と窓ガラスの破穣を縫認した時間並びに室内温

度変化から推定して図示したものである。長女室はガ

ラスが破演すると同時に噴炎が確認され，室内温度も

急上昇し(図6参照)，典型的なブラシュオーパーが

観測された。他方，夫婦寝室ではガラスの破壊が起き

た時と室内からの噴炎が確認された時とに大きな時間

的ずれがあった。このタイムラグはガラスの破壊が内

加 |玄関出入口，小窓ガラスほとんど破損落下。
12 I ̂̂  I 

∞ I WCP3童~~生蓋重量主主主L
加 |長男容，西側窓ガラス一部ひび割れする。
13 I 

1 1 F玄民出入口よ り火炎噴出，木製ドアーは

00 I骨組だけ残る。
301 WC窓ガラス半分くらいひびが入ると問時に

藍量蓋王L

14 1 00 1長女室南側忽割れるような音がする。炎が噴

出してきた。

10 I WC窓ガラスほとんど落ちる，内部はさかん
に延焼中。

20 1 納戸~t~側窓ガラスにひびが入る。
40
1夫婦寝室東側窓ガラス割れ落下する。

151001長女室の窓枠ガラス〈南側〉は完全に破損し，

炎治:約4m上昇。

20
1納戸北側窓よ り，内部に炎が見えてくる。

451:長女室西側窓ガラス破損。
161 001納戸北側窓ガラス落下。

201長女室西側窓関ロー全面から炎噴出。

301納戸北側窓より，炎が急激に噴出し，屋根面

まで達する。

171001厨房室東側窓水平に5本のひびが入札そこ

より猛燈が出る。

101長男室西側換気ロより火炎噴出，西側窓から
は炎が若干噴出。

18 1∞|長男室内部全面にうす赤黒く見える。

051長男室全面火炎に覆われる。

15 1長男室北側窓ガラス落下一気に火炎噴き出

す。

191 00 1厨房ダクトより黒煙噴出中，西側よ り炎が噴

出。

21 1001厨房ダクトより火炎若干噴出。

霊童宣量生

25130liを室窓ガラスひびが生生L

261001浴室窓ガラス急激にひびが入り破損し，内部

は激しく延焼中。

(以下60分まで実験を実施する)

部からの加熱によって生じたものではなく，比較的早

い時期に一階火点室から外部へ噴き上げる火炎によっ

て生じたためにみられたものである。このことは，ガ

ラスが破壊した時点での室内温度が極めて低いことか

らもうかがうことができる。夫婦寝室での燃焼はガラ

スが破壊したため徐々に炎上してゆく加熱延焼裂とな

った。各室の室内が炎上する直前の火災雰囲気をまと

めると，概ね次のとおりであった。

( 25 ) 
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図7 副射温度(建物端から水平距離3m)

天井商 400~500"C 

床面 80~ 90"C 

Cs値 51/m.以下(見透距離0.5m

以下〉

CO 3.2~3.9% 

C02 7.4~11.4% 

( 25) 

02 9.3~12.3% 

HCN 2. 0~7. Oppm 

7)固定可燃物と火災性状

表5は，国定可燃物について，公団住宅3DKと実

験建物とを比較したものである。この内で，特に差が

見られるのはインシュレーションボード使用の有無で
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表4 煙濃度 表5 固定可燃物の材料比較

室名|蛾駁鴻7/m

点火室(守XZ〉
主ー望1.39 

食堂 1.57 

長男室1.57 

夫婦 2.10 
寝室

廊2 階下

点出火室
入口
長男室
出入口
1陪階段
上りロ

豆!J

2. 12 

2. 18 

2. 39 

3. 15 

3. 45 

5. 30 

Cs=0.7/mになった
時の煙腐の厚さ

一一→マm)
天井面から下へ2，1 

2. 1 

2. 1 

1. 2 

1. 2 

1. 2 

1. 6 

1. 6 

O. 3 

1. 2 

2. 1 

災温度標準曲線と比較したものであるが，これをみる

と，初期の温度上昇は木造住宅に近いが，区画が断熱

効果の高いコンクリートパネルで造られている関係

上，内部で蓄熱現象が生じ，最盛期が長くなってい

る。又，火災の外観的特徴は，建物の構造区画が燃え

洛ちず，関口部が比較的多く且つ広いため，この部分

から炎を水平に噴出し，さながら『燃焼炉』のように

燃えることがあった。

ある。このインシュレーションボードは紙材をプラス 8)室内ドア閉鎖の効果

チッ Pで固めたもので天井に5-10cm厚で接着されて 室内ドアを閉めておいたときと開いておいたときと

いる。このため，天井面への着火が速し可燃性ガス どのような違いが生じるかを調査するため，二階の長

の発生による延焼拡大が耐火構造建物としては予想外 女室のフラシュドアのみを閉鎖しておいた。図10は痩

にすみやかであった。図9は火点室の温度変化を各火 濃度の変化について長女室と夫婦寝室及び長男室とを
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図9 火災温度曲線比較(火点室)
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図10 煙濃度

比較したものである。 これによれば，ドアが開放され

ていた長男室及び夫婦寝室は 1分30秒過ぎでから濃煙

度が急速に上昇しているのに対し， ドアが閉鎖されて

いた長女室では4分過ぎから徐々に煙濃度が増してい
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る。図11はガ'^濃度の変化について比較したものであ

る。この図によると， ドアが閉鎖されていた長女室で

は点火後2分に一酸化炭素 (CO)，炭酸ガス (C02)

の発生が見られたが，夫婦寝室のよ うに急速には上昇

しなかった。居住者の生命危険性を調べるため各室中

央にマウスを配置していたが，長女室のマウスの行動

が停止したのは点火後7分15秒経過時であり，一方，

ドアが開放されていた夫婦寝室は点火後2分48秒経過

時であった。 これらの現象を総合して判断するなら

ば，単なる木製のフラシュドアでも閉鎖しておくだけ

で，延焼拡大の遅延並びに避難時間及び救出可能時間

の延長にかなりの効果があることを示している。

まとめ

今回の実験結果から，この種の住宅火災の特徴をま

とめると次のとおりである。

1)各室毎に順次延焼拡大していく。

2)断熱効果の高い不燃材で阻まれているため，内部

での熱の蓄積が生じ，長時間にわたり高温を持続す

る。

3)関口部が比較的大きいため，空気の流出入が良く

燃焼炉的に燃え，関口部からの炎の噴出が激しい。

4)居住性向上のため，内装材が多く使用されてお

り，可燃性ガスの発生が多く，延焼拡大速度が速

'刷V、 L 、。

5)コンクリート爆裂現象が発生しやすい。

さらに，マンションや公営住宅の様に比較的広い空

地に建てられているのとは違い，一般住宅が市街地の

密集部に建てられている可能性が多いだけに，この種

の建物が火災になると関口部から噴出炎を出す『燃焼

炉』と化し，隣棟への延焼危険が大きくなることが懸

念される。

おわりに

本実験は東京大学工学部建築学科岸谷研究室と合同

で実施したものである。又，実施にあたり，司令部，

第四本部，第四方面本部内各消防署，大森消防署の方

々の御協力を戴いた。ここに記して感謝の意を表す
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図11 ガス濃度変化
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